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１． 研究の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三州陶器瓦は三河粘土、山土粘土及び水ひ粘土（珪

砂・砂利採取後廃土）を混練した配合粘土によって

製造されており、配合粘土中の各種原料の配合割合

やそれらの質的変動は陶器瓦の品質に影響を与えま

す。そこで今年度から３年間に渡り各種粘土につい

て化学分析や粒度分析などの窯業基礎性状試験を実

施し、三州陶器瓦の品質安定と向上に役立てるため

の基礎資料とします。 

 

 

 



２． 研究の背景 
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瓦用原料は主に三河粘土、山土、水ひ粘土

の３種類が配合されています。この３種類

の粘土は、性質が異なるため、それぞれの

配合比率が重要です。 

 

 

 

 

３． 研究の内容 

原料の産出状況調査  

  

原料の採掘地別に調査とサンプリ

ングを行います。 

 



化学分析や粒度分析等を行い、そ

れぞれ原料の特徴を把握します。 
基礎性状試験の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

粒度分析 
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